
「
人
は
、
言
葉
に
さ
さ
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
。 

日
本
人
は
、
国
語
に
さ
さ
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
。」

▼
著
者
が
長
年
に
わ
た
り
、
文
学
に
親
し
む
暮
ら
し
の
中
で
募
ら
せ
て
き
た
危
機
感

を
も
と
に
、今
日
の
学
問
や
日
本
文
化
の
在
り
方
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
圧
巻
の
文
芸
、

文
化
評
論
。▼
問
題
は
、
夏
目
漱
石
、
森
鷗
外
、
小
林
秀
雄
、
江
藤
淳
な
ど
、
近
現

代
の
文
豪
た
ち
の
作
品
を
と
お
し
て
巧
み
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。▼
こ
こ
で
は
、

政
治
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
文
学
を
原
点
と
し
て
今
後
の
日
本
を
見
と
お
す
著
者

の
鋭
い
洞
察
力
が
縦
横
無
尽
に
展
開
さ
れ
て
い
く
。
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言
葉
に
さ
さ
え
ら
れ
て

政
治
に
対
峙
す
る
文
学
の
世
界

廣
木
　
儜



■
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

廣
木  
　
　（
ひ
ろ
き
・
や
す
し
）

　
昭
和
二
十
九
年(
一
九
五
四)

福
岡
生
ま
れ
。
九
州
大
学
卒
。
学
生
時
代
、
二
度(

霧
島
、
阿
蘇)

に
わ
た
り
、
小
林

秀
雄
の
講
義
を
聴
く
機
会
が
あ
り
、
感
銘
を
受
け
る
。

　
著
作
に
、『
江
藤
淳
氏
の
批
評
と
ア
メ
リ
カ‐

「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
を
め
ぐ
っ
て
』(

慧
文
社)

、『
小
林
秀
雄
と
夏
目

漱
石‐

そ
の
経
験
主
義
と
内
発
的
生
』(

総
和
社)

、『
天
下
な
ん
ぞ
狂
え
る‐

夏
目
漱
石
の「
こ
こ
ろ
」を
め
ぐ
っ
て（
上
・
下
）』

(

慧
文
社)

な
ど
が
あ
り
、
共
著
に
『
日
本
の
偉
人 

一
〇
〇
人(

上
・
下)

』(

致
知
出
版
社)

、『
郷
土
福
岡
の
偉
人
』(

寺

子
屋
モ
デ
ル)

な
ど
が
あ
る
。

　
現
在
は
㈱
寺
子
屋
モ
デ
ル
勤
務
。

【
目　

次
】

●
夏
目
漱
石

　
　

　
　

漱
石
の
文
学
と
私　

　

   

〝
文
化
の
戦
士
〞
と
し
て
の
夏
目
漱
石　

　

   

漱
石
の
「
明
治
天
皇
奉
悼
之
辞
」
に
つ
い
て　
　
　

　

   

続
・
漱
石
の
「
明
治
天
皇
奉
悼
之
辞
」
に
つ
い
て　

２
８

●
森
鷗
外

　

   

　
　

立
派
な
父
と
不
良
の
息
子
の
物
語‐
『
澀
江
抽
斎
』
を
読
ん
で
Ⅰ　

　

   

鷗
外
の
涙 ‐

 『
澀
江
抽
斎
』
を
読
ん
で
Ⅱ　

●
小
林
秀
雄
と
江
藤
淳

　

   

　
　

小
林
秀
雄
と
江
藤
淳　

　

   

歌
枕 ‐

 

松
尾
芭
蕉
と
小
林
秀
雄　

　

   

小
林
秀
雄
「
歴
史
の
魂
」
と
「
無
常
と
い
ふ
事
」　

　

   

昭
和
五
十
二
年
秋
の
満
開　

　
　

鏡
と
し
て
の
歴
史　

　

   

歌
碑
と
独
立
樹‐

斎
藤
茂
吉
と
小
林
秀
雄　

　

   

言
葉
と
歴
史
と
検
閲‐

江
藤
淳
の
批
評
に
つ
い
て　

　
　

家
族
と
そ
の
死 ‐

 

江
藤
淳
生
涯
の
末
二
年
の
文
業
と
永
井
龍
男
の
文
学　

●
遠
い
人
近
い
人

　　
　
『
博
多
っ
子
純
情
』　

　

   

詩
と
哲
学
の
奪
回
を　

　

   

下
田
踏
海
事
件‐

「
与
力
輩
愕
々
色
を
失
ふ
」　

　

   「
互
殺
の
和
」　

　

   

遠
い
人
近
い
人 ‐

安
達
二
十
三
陸
軍
中
将　

　

   

見
え
隠
れ
す
る
全
体
主
義　

　
　

新
〝
サ
ッ
カ
ー
〞
考 ‐

 「
死
力
を
尽
く
し
た
」　

　
　

西
へ
西
へ‐

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
来
日　

　
　
「
わ
た
し
を
連
れ
て
逃
げ
て
」 ‐

レ
コ
ー
ド
大
賞
と
直
木
賞　
　

　
　

言
葉
に
さ
さ
え
ら
れ
て　

　

あ
と
が
き　

（「
あ
と
が
き
」
抄
）

　
本
書
に
は
長
い
も
の
も
短
い
も
の
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
文
の
長
短
に
よ
っ
て
書
く
ほ
う
の
身
の
入

れ
方
が
か
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
本
書
に
収
め
た
文
は
ど
れ
に
も
愛
着
が
あ
っ
て
何

ら
軽
重
は
な
い
の
だ
が
、「
続
・
漱
石
の
『
明
治
天
皇
奉
悼
之
辞
』
に
つ
い
て
」、「
鷗
外
の
涙
」、「
家
族
と

そ
の
死
」
の
三
本
は
書
き
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
て
集
注
し
て
書
い
た
。
鷗
外
は
、
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
愛

着
が
増
す
。
殊
に
史
伝
に
魅
か
れ
る
こ
と
尋
常
で
な
い
。
鷗
外
の
史
伝
に
は
人
生
の
秘
密
が
あ
ら
わ
に
表

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
か
ら
、「
言
葉
に
さ
さ
え
ら
れ
て
」
は
、
人
に
と
っ
て
言
葉
と
は
な
に
か
、
と
い
う
年
来
の
テ
ー
マ

を
文
章
に
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
講
演
で
も
そ
の
一
部
は
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

長
い
も
の
で
も
短
い
も
の
で
も
、
一
読
し
て
、
あ
あ
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
か
、

と
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
、
書
き
手
の
意
図
は
達
し
た
も
同
然
で
あ
る
。　

(

中
略)
  

日
本
を
取
り
巻
く
世
界
は
か
く
の
ご
と
き
も
の
で
、
日
々
変
転
す
る
政
治
現
実
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。
個

人
が
生
き
る
の
死
ぬ
の
と
い
っ
た
文
学
の
世
迷
い
事
の
話
に
耳
を
か
し
て
い
る
時
間
も
ス
ペ
ー
ス
も
今
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
文
学
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
以
外
に
な
き
が
ご
と
く
で
あ
る
。
文
学

は
無
用
の
長
物
と
な
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
は
新
し
い
事
態
で
は

な
い
。
芭
蕉
は
、「
予
が
風
雅
は
夏
炉
冬
扇
の
ご
と
し
。
衆
に
さ
か
ひ
て
用
る
所
な
し
」（「
許
六
離
別
詞
」〈
元

禄
六
年
〉）
と
門
弟
を
諭
し
て
い
る
。
た
だ
芭
蕉
は
、
世
の
「
あ
は
れ
な
る
所
」
か
ら
眼
が
離
せ
な
か
っ
た

人
で
あ
る
。
文
学
の
「
細
き
一
筋
を
た
ど
り
う
し
な
ふ
事
な
か
れ
」
と
精
進
し
た
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
文

学
の
正
道
で
あ
る
。
文
学
は
政
治
が
た
ど
れ
な
い
別
の
道
で
、
世
の
人
の
た
め
に
存
在
し
、
人
の
生
き
る

意
味
を
明
ら
め
る
の
で
あ
る
。

儜


